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Abstract

So far , the RF system of the 20HeV l inear  accelerator had two medium power 

amp l i f ie rs  (RCA 4616) and two high power amp l i f ie r s  (TH 516), each of which 

suppl ied more than 1HW. The tank was fed by a two-feed system. To accelerate 

H~ ions from 20 MeV to 40MeV, a new l inac cavity i s  being made. To excite the old 

and the new cav i t ie s ,  the RF system i s  modi fied, one high power amp l i f i e r  

excites the old and the other the new. The output of the No.1 amp l i f i e r  is  

divided by a power s p l i t t e r  and fed to the 20 MeV tank by the two-feed system 

through c ircu la tors  and phase sh i f te rs .  The output of the Ho.2 amp l i f i e r  w i l l  be 

fed to the 40 MeV tank in  the same way but without a phase sh i f t e r .  The new high 

power coaxial  l ine i s  adjusted so that phase d i f fe rence fo r the two-feed i s  less 

than several degrees and VSWR is  1.1. The 20 MeV tank is  driven by the new system 

fo r two months s a t i s f a c t o r i l y  and there is no trouble in i t s  high power feeder 

l ine.

1 •  A m p . 系の構成
F i g . lを参照しながら，R F の改造した所を述べると， 1 0 0 m W * 8 c h  A m p .  ( R  

& K )  , 5 O W ソリッドA m p .  ( R & K ) , プリバンチヤ一，デバンチヤ一A m p . ( 日本 
高周波）である。

1 0  O m W • 8 c  h A m p . は各A m p . 系 が L o w  P  o w e  r で調整できる。 R C A  

7 6 5 1 の駆動は今まで 2 5 OWの C a  v i t y A m p . であったが， 2 O M e  V,  ,4 OM 

e V 間の系統で位相調整等が必要になるので各々独立に5 O W A m p . をいれた◊ 又 こ の A m  

P • は P u 1 s e 運転可能である令
ブ リ バ ン チ ヤ 一 • デバンチヤ一A m  p • は，今まで， 1 ボックスに3 つ の C a  v  i  t  y を詰 

め込でいたが，故障時の点検修理が非常に困難で時間を要した。 また，R F の漏れも大きかっ 
た丨

今回は，保 守 • 点検，R F 漏れに重点をおきC a  v  i  t y は，シールドボックスに収め各電 
源は， C a  v  i t  y と同一ユニットにした。制御回路は，多数のリレーを用いてたが，それを 
富士電機のシーケンサ一に替えた。

2 . 終 段 出 力 2 0 3 D 同軸管の構成 
2 台 の T H 5 1 6 の R F 出 力 各 1 . 6 M W はパワースプリッターで2 分割されサ一キユレー 

タを通しタンクに t w o  f e e d される〃サ一キユレ一夕はタンクからの反射をパワースプ



リッター以前に戾さないために入れてある。 2 0 M e V 給 電 線 は 2 分割後，従来の給電線に接 
続 し ， 4 0 Me  V給 電 線 は 2 分割後，タンクに移相器なしでカップリングしてる。位相調整が 
出 来 な い の で t w o  f e e d の給電長を数度以内に押さえている。

2 0 M e V 給電線は下流側の給電線を1 9 m 延長し特性はV S W R : 1 . 0 3 ,  r  : 0.  0 

1 6 である，
4 OMe  V 給電線は給電長が2 7 m (F ig ,2 )で特性はV S W R  : 1 • 1 0 ， r  : 0.  0 5 

である， この特性を得るのに3 回の組み立て配線を行った- L ボ，直管の個々の特性は非常に 
良く， しかし組み立てると特性は悪くなる。同軸管の一部に容量を付加しV S W R を良くする 
ことは可能だが酎圧が下がるので， この方法はやめるo 反射の重なりを防ぐため同軸管の長さ 
を変えるが特性に変化がないな個々のL ボの特性を改良するが， これも進展がなかった，パワ 
ー ス ブ リ ッ タ 一 の 特 性 は （F ig .3 )に示すが，既 に 2 0 M e  V 給電線で使用しているので4 0 

M e V 給電線の使用でも，問題はないと思う。 しかしこの給電線は位相調整が出来ないので不 
安は残る，そのために移相器を設ける場所は確保してある。

3,  R F 系の現状
リニアックのR F 系 は ， タンク，プリバンチャ一，デバンチャ一に分けられる。 タンク系は 

低電力Am  p. 2 段 （100ibW,10W)中電力Am  p . 3 段 （200W,3kW,160kW)大 電力Am  p . 1 

段 （1.6MW)で成っているo

現 在 P . S は ， HTビ ー ム を ブ ー ス タ ー で 荷電変換入射しており， リニ アタ クの ビ ー ム 巾 3 

0 - 1 0  0 M S , カ レ ン ト 1 0 m A で 加 速 す るため R F は コ ン ペ ン 七 イシ ヨン を 含 め 1 . 6 M  

W,  2 7 5 //S必要である。
リニアックは， 2 0 M e V タンクに今までT H 5 1 6 A m p  • 2 台 で t w o  f e e d して 

いたが，今 年 の 6 月 か ら 1 台 で t w o  f e e d している。
今 ま で の 2 倍のパワーをタンクに供給し， ヒ、' 一 ム 巾 も 1 0  —  2 0 倍に成った。R F コンペ 

ンセイシヨンもそれに伴った改造をした*

稼働開始後， 1 0 年以上経過し， 1 年余りのシャットダウンがあったので，シャットダウン 
中時々エーシ '' ン ク を 行 い 以 下 の 改 造 を し た 。

R C A 4 6 1 6 のプレート電源の強化と安定化， 4 6 1 6 の C a v  i t y の 調 整 T H 5 1 6  

C a  v i t y のオ ーバ 一ホール等でパワー■アップを行った〃
また4 6 1 6 コン ト ロ 一 ル グ リ ッドによるコ ン ペ ン セ イ シ ヨン， TH  5 1 6 モジユレ一ター 

電源内のハイパワー2 極管をソリッドのスタックダイオードに新規交換した。ダイオードの破 
損 による電源の故障を防止するため,安全回路を設けたヰ

4 • 運転結果
R F パワーを増強して2 ヶ月営業運転を行ったが，増幅器系での故障は非常に少なく，給電 

線の故障はゼロであった6 タンクF i e  I d は，非常に安定しており， ドリフトが0.  % % /  

d a y だったので， ビームを安定に供給できた。
ビーム加速時のタンクF i e 1 d は，Fig.4を参照するとコンペン七イシヨン有りで， 2.

9 % のドル一プ， コンペンセイシヨン無しで， 4 .  8 %のドル一プである o コンペン七イシヨ 
ン有りは， 2 % ドルーブを補憤していることになる。
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